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1) 仮定 (A-1)は,初期値 u.(x)が実数値の時に解 u(i,x)も実数値になるための条件であって,解
の符号を考えるためには必要な条件である｡
2) 仮定 (A-2)は,｢一様強放物型｣の条件である｡ もっと弱める事が望まれるが,ここでの証明は
適用できなくなるように思われる｡
3) 仮定 (A-3)は,主要部がはっきりしていれば,満たされる｡ 例えば,
p(i,x,E)-pl(i,X,♂+p2(i,X,宙




























































































を持つ (m≦2)｡とこbJb=sJ,このp(B の IEl≦1の部分だけを変形 して Rep(0)を大きくすると,令
題 5.1の条件を満たさなくなり,正値性が失われてしまう｡ 微分作用素の場合その表象が 古の多項
式でなければならないので,このような変形は不可能であるが,擬微分作用素の範囲では可能であ
る｡ このように,擬微分作用素の場合には,∽≦2であっても,正値性を持つかどうかは一般には判
定できない｡
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